
 

 

 

☆☆掛合の丘に輝く分校の灯☆☆ ～掛合分校は令和５年（2023 年）に創立７０周年を迎えます～ 

 

 

 

 １月１２日（木）、３年生の学校設定科目「地域創造」の時間

に「多文化共生」について学びました。１２月１５日に引き続い

て今年度第２回目となります。第１回目の学習会と同様に、一般

社団法人ダイバーシティうんなん toiro 代表理事の芝由紀子さん

に全体進行をお願いし、今回は雲南市国際交流員、ＡＬＴなど外

国人の方との交流を交えながら学習を進めました。 

今回は「外国人が安心・安全に暮らす町づくりの現状を知る」

ことをテーマに、掛合交流センターと掛合診療所を訪問させていただき、それぞれの施設等を見学しな

がら、ピクトグラムを使った案内表示など外国人の方への配慮や工夫についてお話を伺いました。施設

見学後には、掛合診療所から、医師、看護師、事務局長の３名の方に来ていただき、質疑応答形式でお

話を伺いました。掛合診療所では、月に１～２名の外国人の方が

来院されており、数年前に三刀屋高校の生徒とともに作った、多

言語で書かれた問診票の様式を活用し、それが実際に外国人の方

を診療する際に大変役に立っているとのことでした。外国人を含

めたすべての人に優しい町づくりについて、地域の方とともに考

える大変有意義な学習会となりました。 

 

 

 

 

 １月１３日（金）、掛合分校演劇同好会の曽田昇吾さん（３

年）が雲南市役所を訪れ、中国地区高等学校演劇発表会の結果

を石飛厚志市長に報告しました。同大会は１２月２４日・２５

日に山口県下関市で行われ、曽田さんは「走れ！山月記」の演

目で一人芝居を行い、見事優秀賞（第３位）を受賞しました。 

 この日は、同大会で最優秀賞を受賞した三刀屋高校演劇部の２人の生徒とともに、雲南市の石飛厚志

市長、景山明教育長に大会結果を報告しました。石飛市長からは大会結果への称賛と、今後の更なる飛

躍に向けて激励の言葉をいただきました。曽田さんの今後のますますの活躍が期待されます。 

 

 

 

 

 １月２６日（木）、島根県東部農林水産振興センター雲南事務所と飯石森林組合の職員の方をゲスト

ティーチャーとしてお招きし、２年生を対象に、島根県の林業についての学習会を行いました。この日
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は、ドローンを使った山地の測量など、デジタル化された島根県の林業

の先進性について実際の映像を見ながら詳しく学ぶことができました。 

２年生は、来年度、島根県中山間地域研究センターや島根県農林大学校

林業科（ともに飯石郡飯南町）を訪れ、林業の体験学習を行う予定です。

島根県の林業について知識を深める、大変有意義な学習会となりました。 

 

 

 

 

 １月２７日（金）、１・２年生を対象に「地元企業ガイダンス」

を行いました。この日は、掛合交流センターに地元雲南市の企

業等１３社が一堂に会し、生徒向けに説明をしていただきまし

た。生徒はあらかじめ希望登録した４社のブースを順次回りな

がら、各企業等の説明を聞き、質問に答えていただきました。

いずれの企業等も、映像を投影したり、実物サンプルを見せたりしながら工夫を凝らした説明を行って

いただきました。掛合分校は地元での就職を希望している生徒が多く、将来の進路選択に向け、大変有

意義な時間となりました。 

＜参加企業等＞株式会社ゼンキンメタル様、株式会社中澤建設様、島根イーグル株式会社様、株式会社

たなべたたらの里様、株式会社アルプロン島根工場様、特別養護老人ホームえがおの里様、三刀屋金

属株式会社様、飯石森林組合様、株式会社ダイイチ雲南家電様、株式会社協栄ファスナー工業様、有

限会社堀江クレーン様、株式会社吉田ふるさと村様、協栄金属工業株式会社様 

 

 

 

 

２月３日（金）、くにびきメッセ（松江市）において「しまね探

究フェスタ２０２２」が開催され、掛合分校２年生代表生徒が、今

年度１年間かけて取り組んできた「掛合分校がうんなんのお米を応

援するプロジェクト」について発表しました。「しまね探究フェス

タ」は、島根県のすべての高等学校の代表者が集い、探究学習の成果について発表し、参加者同士共有

するイベントです。県内すべての学校が一堂に会し行われるのは、今年度が初めてとなります。 

掛合分校代表生徒は、雲南市産ブランド米の販売促進のために作成したＰＲポスターやオリジナルキ

ャラクター、お米に合う料理レシピなどを紹介し、実践活動として行った東京「日比谷しまね館」にお

ける特別販売会の様子や作成したＰＲ動画を披露しました。発表後には、他校の生徒と発表内容につい

て意見交換を行い、これまでの取組の振り返りを行いました。 

この日の様子はライブ配信され、掛合分校の全校生徒が発

表の様子を視聴することができました。また、参加した生徒

にとっては、発表だけでなく、他校生徒との交流の時間が多

く取られ、とても有意義な学びの場となりました。今後も県

内すべての学校が切磋琢磨しながら、このような探究学習の

輪が広がることを期待します。 
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